
日本共産党

小
･
中
･
高
校
生
な
ど

か
ら
「
見
学
時
に
休
憩

所
が
ほ
し
い
」
の
声
に

応
え
休
憩
施
設
を
整
備
。

ト
イ
レ
改
修
（
１
系

統
）
は
、
富
士
見
中
、

霞
ヶ
関
東
中
、
大
塚
小
、

高
階
小
、
霞
ヶ
関
小
、

山
田
小
と
昨
年
工
事
が

で
き
な
か
っ
た
仙
波
小

で
す
。

昨
年
に
続
き
、
牛
子

小
、
福
原
小
、
城
南
中
、

寺
尾
中
の
校
舎
改
修
へ
。

４
月
か
ら
１
３
５

人
の
受
入
れ
が
拡
大
。

今
年
度
は
、
新
設
３

園
、
賃
貸
借
１
園
等

３
４
０
人
分
の
保
育

所
が
整
備
予
定
で
す
。

労
働
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

自
分
を
守
る
知
識
や
権

利
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

を
市
内
高
校
で
実
施
。

川
越
駅
西
口
第
１

駐
輪
場
隣
に
駐
輪
場

整
備
へ
（
１
千
台
の

自
転
車
、

50台
の
バ

イ
ク
を
収
容
）
。

自
転
車
を
共
同
し
て

利
用
す
る
自
転
車
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
。
川
越
駅
や

市
役
所
、
あ
ぐ
れ
っ
し
ゅ

川
越
な
ど
８
カ
所
に
乗

り
場
が
あ
り
、
通
勤
・

通
学
、
買
い
物
等
に
利

用
で
き
ま
す
。

市
民
要
望
の
多
い
家

族
葬
に
対
応
す
る
た
め
、

市
民
聖
苑
や
す
ら
ぎ
の

さ
と
の
会
議
室
を
改
修

し
式
場

を
設
置

し
ま
す
。

総
務

財
政

常
任

委
員

選
定
過
程
が
不
透
明

霞
ヶ
関
西
公
民
館
は

地
域
住
民
が
待
望
し
て

い
た
も
の
で
す
。
し
か

し
、
建
設
地
が
地
域
の

は
ず
れ
に
あ
た
り
、
な

ぜ
そ
こ
に
決
ま
っ
た
の

か
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

私
は
建
設
用
地
が
一

部
議
員
以
外
に
知
ら
さ

れ
て
お
ら
ず
、
建
設
予

定
地
の
決
定
経
過
が
不

透
明
で
公
正
・
公
開
性

に
も
と
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。
復
興
増
税
で
新

年
度
約
８
千
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
雪
害

被
害
へ
の
補
助
に
充
て

る
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
か
と
た
だ
し
ま
し
た
。

文
化

教
育

常
任

委
員

市
立
川
越
高
校
の

合
格
者
約
４
分
の
１
が

４
月
か
ら
授
業
料
徴
収

に
。
親
の
所
得
で
徴
収

が
決
ま
る
が
、
い
じ
め

に
繋
が
ら
な
い
か
、
全

て
の
高
校
生
の
教
育
を

受
け
る
権
利
が
保
障
さ

れ
る
の
か
議
論
し
ま
し

た
。
国
際
的
な
高
校
授

業
料
無
償
化
の
流
れ
に

逆
行
し
ま
す
。

学
童
保
育
料
の
千
円

値
上
げ
し
７
千
円
に
な

り
ま
す
。
消
費
税
増
税

も
あ
り
子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
の
為
、
就
学

援
助
以
外
で
も
２
人
目

以
降
半
額
を
検
討
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

保
健

福
祉

常
任

委
員

消
費
税
に
よ
っ
て
負

担
が
重
く
な
る
低
所
得

者
に
臨
時
福
祉
給
付
金

を
住
民
税
非
課
税
者
１

人
１
万
円
、
老
齢
基
礎

年
金
者
に
５
千
円
を
加

算
し
、
子

育
て

世
帯

に

臨
時

特
例

給
付

金
を
児

童
手
当
受
給
者
の
児
童

１
人
１
万
円
を
支
給
す

る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
待
機
児
童
対
策

の
た
め
保
育
所
整
備
や

病
児
病
後
児
保
育
の
手

続
き
を
簡
素
化
し
利
用

し
や
す
い
制
度
に
す
る

よ
う
提
案
。
生
活
保
護

申
請
者
や
受
給
者
に
対

す
る
職
員
の
対
応
に
つ

い
て
質
し
ま
し
た
。

産
業

建
設

常
任

委
員

地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
街
づ
く
り
を
進
め

る
ツ
ー
ル
と
し
て
、

地

区
計

画
区
域
内
の
建
築

物
の
制
限
条
例
や

都
市

景
観

条
例
な
ど
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

農
業
分
野
で
は
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
を
策
定
し

担
い
手
を
中
心
と
し
た

農
政
が
進
め
ら
れ
ま
す

が
、
国
の
政
策
転
換
に

よ
り
コ
メ
作
り
へ
の
所

得
補
償
制
度
が
段
階
的

に
廃
止
さ
れ
ま
す
。

産
業
分
野
で
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
に
１
８

０
０
万
円
の
予
算
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
市

議
会

の
経

過

社
会

教
育

団
体

は
免

除
＝

公
民

館
使

用
料

の
改

定
＝

公
民
館
使
用
料
が
４
月
か
ら
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

12月
議
会
の

文
化
教
育
常
任
委
員
会
で
他
の
委

員
の
質
疑
を
受
け
、
教
育
長
が
、

４
月
よ
り
登
録
グ
ル
ー
プ
か
ら
も

使
用
料
を
徴
収
す
る
と
答
弁
が
あ

り
、
７
割
を
上
限
に
使
用
料
を
徴

収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
環
境
、

学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
子

育
て
支
援
の
な
ど
社
会
教
育
活
動

を
し
て
い
る
団
体
に
つ
い
て
は
、

引
続
き
免
除
に
し
た
い
と
の
答
弁

を
引
出
し
、

26団
体
が
免
除
に
な

り
ま
す
。

各
常

任
委
員

会
で

積
極

的
に

論
戦

川口ともこ議員

かきた有一議員こんの英子議員

本山修一議員

脇田歩道橋

川越駅西口第三駐輪場

JR

第一駐輪場

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
市

長
提
出
の

43議
案
の
う
ち
、
市

立
高
校
授
業
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
、
親
の
経
済

状
況
に
よ
る
差
別
を
持
ち
込
む

と
し
て
反
対
。
消
費
税
増
税
に

と
も
な
う
条
例
改
正
６
議
案
、

平
成

26年
度
一
般
会
計
予
算
、

同
特
別
会
計
等
予
算
５
議
案
に
、

消
費
税
増
税
が
前
提
で
あ
る
な

ど
か
ら
合
計

14議
案
に
反
対
、

そ
の
他
の

29議
案
に
賛
成
し
ま

し
た
。

市
民
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
２

件
の
請
願
の
う
ち
、
「
民
法
の

改
正
に
よ
る
個
人
保
証
の
原
則

的
廃
止
を
求
め
る
請
願
」
は
総

務
財
政
常
任
委
員
会
で
継
続
審

議
と
な
り
ま
し
た
。

「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対

す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
関

す
る
請
願
」
は
全
会
一
致
で
採

択
、
国
に
対
し
意
見
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
ウ
ィ

ル
ス
性
肝
硬
変
・
肝
が
ん
に
係

る
医
療
費
助
成
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
、
肝
臓
機
能
障
害
に
よ

る
身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
基

準
を
緩
和
し
、
患
者
の
実
態
に

応
じ
た
認
定
制
度
に
す
る
こ
と

を
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
の
「
豪
雪
被
害
」

に
対
す
る
被
災
者
救
済
を
求
め

る
意
見
書
が
議
員
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

日本共産党は、市政の問題点を指摘し改善を求める論戦を行いました。市民アンケートやこんだん会で寄せられた声を議会で提案しました。
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